




転倒災害発生状況

○ 労働災害で「転倒」が最も多く約25％

（うち骨折などにより約６割が休業１ヶ月以上）

○ 令和２年の死傷者数は

平成29年比で9.3％増

○ 令和２年の千人率(労働者数に対する発生率)は

平成29年比で8.7％増

労働災害の発生原因（令和２年）
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転倒 30,929 

25%

墜落・転落 17%

動作の反動、無理な動作 15%

はさまれ・巻き込まれ 11%

交通事故（道路） 5%

その他 27%

1

※新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く

※令和３年の数字は推計値（令和３年確定値（推計））

＝令和３年９月速報値×令和２年確定値／令和２年９月速報値）

※令和３年の千人率の母数の労働者数は令和２年の労働力調査を使用

（推計値）

転倒災害の推移
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データ出所：労働者死傷病報告（令和２年）
：労働力調査（基本集計・年次・令和２年）

年齢階層別労働災害発生率（令和２年）

○ 高年齢になるほど増加傾向となり、

高年齢の女性の労働災害発生率は特に高い

年千人率

年千人率



事業主の皆さまへ

職場での転倒災害の状況

安全・安心な職場づくりのために、裏面の対策に取り組みましょう

職場における労働災害（年間125,115件）

出典：令和２年 労働者死傷病報告より
（新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く）

転倒
全体の

安全・安心な職場づくり

に取り組みましょう

交通事故
（道路）
6863件

動作の反動・
無理な動作
19,121件

その他
3３,623件

墜落・転落

20,977件

転倒

30,929件

はさまれ・
巻き込まれ
13,602件

出典：令和２年 労働者死傷病報告より

50代以上

約７割

女 性

約６割

休業
１か月以上

約６割

労働災害のうち

転倒

25％

25％



安全・安心な職場づくりのため
転倒防止の対策に取り組みましょう

段差注意

作業場所の
整理整頓

危険箇所の
見える化

作業場所の
清掃

毎日の運動

手すりの
設置

滑りにくい
靴の着用



設備の改善

従業員が安全・安心して働くために

職場環境の改善等のため

に、エイジフレンドリー補

助金をご活用ください。

転倒・腰痛
予防体操

YouTubeで、転倒・腰痛

の予防に役立つ「いきいき

健康体操」をご覧ください。

足を前に 足を後ろに

整理・整頓
清掃・清潔

厚生労働省のホームページ

で４S（整理・整頓・清

掃・清潔）の方法を公開し

ています。

見た目にきれいなだ
けでなく、つまづい
たり転んだりするこ
とも減りました

危険の見える化

職場のあんぜんサイト

『危険箇所の表示等の危険の

「見える化」』

を参考にしてください。

危険の原因が誰から見
てもわかるので、事故
やケガが減りました

滑らず蒸れない靴のおかげで快適！
手すりの設置や段差を改修して安心！



チェック項目

１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか

２
床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、

その都度取り除いていますか

３
通路や階段を安全に移動できるように十分な明る

さ（照度）が確保されていますか

４
靴は、すべりにくくちょうど良いサイズのものを

選んでいますか

５
転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知し

ていますか

６
段差のある箇所や滑りやすい場所などに、注意を

促す標識をつけていますか

７
ポケットに手を入れたまま歩くことを

禁止していますか

８
ストレッチや転倒予防のための運動を取り入れて

いますか

９ 転倒を予防するための教育を行っていますか

チェックの結果は、いかがでしたか？
問題のあったポイントが改善されれば、きっと作業効率も上がって働きやすい職

場になります。どのように改善するか「安全委員会」などで、全員でアイディア

を出し合いましょう！

あなたの職場は大丈夫？
転倒の危険をチェックしてみましょう！



日本プロテクティブスニーカー協会

転倒予防のために
適切な「靴」を選びましょう

職場での にご注意ください！

甲部の締まり
つま先の余裕

前後左右の
ずれなし

踵の当た
りなし

靴と足はフィットして

いますか？

足に合った靴は疲労の

軽減、事故の防止に

つながります。

屈曲しやすい 屈曲しにくい

親指から小指の

付け根を適度に

曲げられますか？

靴の屈曲性が悪いと、疲労の蓄積、擦り足になり

やすく、つまずきの原因となります。

靴の前後の重さの

バランスは

とれていますか？

靴の重量がつま先部に偏っていると、歩行時につ

ま先部が上がりにくく、つまずきやすくなります。

サイズ 屈曲性

つま先から床面

まで一定の高さ

がありますか？

つま先の高さが低いと、ちょっとした段差につま

ずきやすくなります。

つま先部の高さ つま先が高い つま先が低い

靴底がすり減って

いませんか？

靴底の減りが大きい

靴は、滑りやすくなります

靴底の減り具合 靴底の凹凸あり 靴底の凹凸が減少

靴の滑りにくさを確認していますか？

耐滑性を有する靴は、以下の箇所で確認できます。

■安全靴の場合

個装箱のJISマーク

表示の近くに「F1」

または「F2」の表示

があるか確認してください。

■プロスニーカーの場合

靴のべろ裏面の表示に、

耐滑性のピクト表示が

あるかを確認してださい。

耐滑性の有無

その他の性能 ■かかと部の衝撃

エネルギー吸収性
かかとのクッション

性に関係し、かかと部の

疲労防止性能

■耐踏抜き性
釘などの鋭利なもの

から足裏を防護する

性能

■静電気帯電防止性
静電気帯電による放電着火

の防止と低電圧で

の靴底からの感電

防止性能

ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト

厚生労働省と労働災害防止団体は、労働災害のうちで最も件数が多い

「転倒災害」を減少させるため、「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」

を推進しています。

検 索

重量バランス
つま先が重い



先芯がいらない作業環境で使用する耐滑靴の探し方

会社名 電話番号 関連商品URL

弘進ゴム株式会社 022-214-3021 https://www.kohshin-grp.co.jp/FormMail/shoes/

株式会社シモン 0120-345-092 https://www.simon.co.jp/contact/

日進ゴム株式会社 086-243-2456 http://www.nisshinrubber.co.jp/contact/index.html

株式会社ノサックス 082-425-3241 www.nosacks.co.jp

株式会社丸五 086-428-0232 https://www.marugo.ne.jp

ミズノ株式会社 0120-320-799 https://sports-service.mizuno.jp/btob_service

ミドリ安全株式会社 03-3442-8293 https://midori-fw.jp/

作業時に着用する靴の安全性は、作業環境の状況に応じて決められています。

先芯（安全性を確保するために靴のつま先部分に入れる）を履く必要がない作業環境の場合

でも、耐滑靴を着用しなければならないことがあります。

その場合、先芯入りの安全靴やプロスニーカーであれば、靴の表示で耐滑性を確認できます

が、先芯入りでない靴は表示で耐滑性を確認することができません。

その場合は下記のメーカーへご相談ください。

職場の状況に適合する靴を紹介できるよう、以下の項目を参考に職場の作業環境等もご説明ください。

詳しくはメーカーや販売店にご相談ください

耐滑靴取り扱い店・メーカー

■作業中や作業後に水を取り扱うこと

ことがあるか

水を取り扱う場合、靴の表面素材は

人工皮革製・ゴム製が最適です

■作業中に重量物を取り扱うことが

あるか

重量物を取り扱う場合、安全靴を着用

してください

■滑りが発生する場合の状況

滑りが起きた状況によって

対策が変わります

（例）

･物につまづいた

→運搬と通路改善

･濡れた床で滑った

→水･油用耐滑靴検討

･凍結路面で滑った

→氷用耐滑靴検討

■床の材質

塗り床／タイル／カーペット等

床の材質で適合する靴底が変わります

https://www.kohshin-grp.co.jp/FormMail/shoes/
https://www.simon.co.jp/contact/
http://www.nisshinrubber.co.jp/contact/index.html
http://www.nosacks.co.jp/
https://www.marugo.ne.jp/
https://sports-service.mizuno.jp/btob_service
https://midori-fw.jp/


小売業の労働災害発生状況
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墜落・転落

はさまれ・巻き

込まれ

切れ・こすれ

動作の反動・無

理な動作

転倒

○ 小売業の労働災害（休業４日以上）のうち業態別では、食品スーパー、総合スーパー、ホームセン
ター、ドラッグストア、コンビニエンスストアの順に多い。

○ 上記全ての業態で転倒が最多で、動作の反動・無理な動作が次に多い。

出典︓平成29年 労働者死傷病報告を元に中央労働災害防止協会が集計したものより抜粋

※１ 平成29年労働者死傷病報告より
※２ 平成29年度労働者災害補償保険事業年報より
（新規受給者数は通勤災害を含む年度単位の集計）

休業４日以上※１

新規受給者数※２
（全数）

卸売業・小売業の労働災害発生状況 小売業の業態別死傷者数（上位５業態） 小売業の業態別・事故の型別死傷者数

108,223人

16,504人１

７

全体の労働災害は、

休業４日以上の労働災害の約７倍

※ 赤枠部分は左図の割合より全数を算出した推計



食品スーパーの労働災害発生状況

上位１社〜３社,

390, 16%

上位４社〜10社,

318, 13%

上位11社〜20社,

260, 10%

上位21社〜30社,

196, 8%

上位31社〜40社,

170, 7%

上位41社〜,

1163, 46%

死傷者数,2,497人

出典︓平成29年 労働者死傷病報告を元に中央労働災害防止協会が集計したものより抜粋

⼥性（休業１⽉以上）,

567, 54%⼥性（休業１⽉未満）,

368, 35%

男性（休業１月以上）,

64, 6%

男性（休業１月未満）,

53, 5%

転倒,1,052人
上位10社が約３割

⼥性の転倒の約６割が休業１⽉以上 高齢となるほど多い
50代では骨折が約７割
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⼥性の転倒,935人

骨折 その他

⼥性が約９割

○ 転倒の約９割が⼥性で、そのうちの約６割が休業１月以上。高齢となるほど多く、50代
以上では骨折が約７割。

1052 404

0% 50% 100%
転倒 動作の反動・無理な動作

転倒が42％、動作の反動・無理な動作が16％

企業単位別 転倒災害 性別・休業期間別 転倒災害 傷病性質別・年代別

事故の型別



食品スーパーの労働災害発生状況

○ 動作の反動・無理な動作による労働災害は、40代まででは腰痛が最多。50代以降は関節障害、⾻折が多くなる。
○ 転倒災害を場所別で推計すると36％が店舗内、24％がバックヤードで発生。店舗内での転倒災害のうち、つまづ
きによるものが48％。バックヤードでの転倒災害のうち、滑りによるものが46％。

店舗内

36%

バックヤード

24%

駐⾞場

11%

その他

29%

出典︓平成29年 労働者死傷病報告を元に中央労働
災害防止協会が集計したものより抜粋

以下のグラフは、労働者死傷病報告で平成29年に⾷品スーパーで発⽣した転倒による労働災害
1,052件から502件を抽出して集計したもの

滑って

32%

つまづいて

48%

踏み外して

3%

その他

17%

滑って

46%
つまづいて

35%

踏み外

して

2%

その他

17%

50代以降で関節障害、⾻折が多い
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年代別・傷病性質別 転倒災害 発生場所別・要因別



総合スーパーの労働災害発生状況

○ 転倒の約９割が⼥性で、そのうちの約５割が休業１月以上。高齢となるほど多く、50代以上では骨
折が約７割。

上位１社〜３

社, 922, 54%

上位４社〜10

社, 407, 24%

上位11社〜20

社, 268, 16%

上位20社〜,

97, 6%

死傷者数,1,694人

上位10社が約８割

出典︓平成29年 労働者死傷病報告を元に中央労働災害防止協会が集計したものより抜粋

631 295

0% 50% 100%
転倒 動作の反動・無理な動作

転倒が37％、動作の反動・無理な動作が17％

企業単位別 転倒災害 性別・休業期間別 転倒災害 傷病性質別・年代別

事故の型別

⼥性（休業１⽉以上）,

290, 46%

⼥性（休業１⽉未満）,

278, 44%

男性（休業１月以上）,

24, 4%

男性（休業１月未満）,

39, 6%

転倒,631人

⼥性の転倒の約５割が休業１⽉以上

⼥性が約９割

高齢となるほど多い
50代では骨折が約７割
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⼥性の転倒,568人

骨折 その他



総合スーパーの労働災害発生状況

○ 動作の反動・無理な動作による労働災害は、40代まででは腰痛が最多。50代以降は関節障害、⾻折が多くなる。
○ 転倒災害を場所別で推計すると46％が店舗内、28％がバックヤードで発生。店舗内での転倒災害のうち、つまづ
きによるものが56％。バックヤードでの転倒災害のうち、滑りによるものが40％。

店舗内

46%

バックヤード

28%

駐⾞場

14%

その他

12%

以下のグラフは、労働者死傷病報告で平成29年に総合スーパーで発⽣した転倒による労働災害
631件から216件を抽出して集計したもの

滑って

27%

つまずいて

56%

踏み外して

7%

その他

10%

滑って

40%

つまずいて

37%

踏み外して

10%

その他

13%

動作の反動・無理な動作

年代別・傷病性質別 転倒災害 発生場所別・要因別

出典︓平成29年 労働者死傷病報告を元に中央労働
災害防止協会が集計したものより抜粋

50代以降で関節障害、⾻折が多い
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ホームセンターの労働災害発生状況

○ 転倒災害を場所別で推計すると店舗内で発生したものが54％。店舗内の転倒災害のうち、つまづきによるものが
50％。

○ 動作の反動・無理な動作は商品運搬作業中に発生したものが62％。

店舗内

54%

バックヤード

8%

駐⾞場

14%

その他

24%
上位１社〜３社,

149, 28%

上位４社〜10社,

167, 32%

上位11社〜20社,

109, 21%

上位20社〜,

103, 19%

死傷者数,528人

商品運搬作業中

62%

その他

38%

以下のグラフは、労働者死傷病報告で平成29年
にホームセンターで発生した転倒による労働災害
153件から59件を抽出して集計したもの

滑って

22%

つまずいて

50%

踏み外して

3%

その他

25%

以下のグラフは、労働者死傷病報告で平成29年
にホームセンターで発生した動作の反動・無理な
動作による労働災害129件から48件を抽出して
集計したもの

上位10社が約６割

153 129

0% 50% 100%

転倒 動作の反動・無理な動作

転倒が29％、動作の反動・無理な動作が24％

企業単位別 転倒災害 発生場所別・要因別 動作の反動・無理な動作 作業別

事故の型別



ドラッグストアの労働災害発生状況

○ 転倒災害を場所別で推計すると店舗内で発生したものが40％。店舗内の転倒災害のうち、つまづきによるものが
56％。

〇 墜落・転落災害のうち脚⽴からのものが80％。

店舗内

40%

レジカウンター

15%

駐⾞場

27%

バックヤード

5%

その他

13%
上位１社〜３社,

102, 30%

上位４社〜10社,

108, 32%

上位11社〜20社,

76, 22%

上位20社〜,

55, 16%

死傷者数,341人

脚⽴

80%

その他

20%

以下のグラフは、労働者死傷病報告で平成29年
にドラッグストアで発生した転倒による労働災害
113件から40件を抽出して集計したもの

以下のグラフは、労働者死傷病報告で平成29年
にドラッグストアで発⽣した墜落・転落による労
働災害29件から10件を抽出して集計したもの

滑って

25%

つまづいて

56%

その他

19%
113 73 66

0% 50% 100%

転倒 動作の反動・無理な動作 墜落・転落

上位10社が約６割

転倒が33％、動作の反動・無理な動作が21％
墜落・転落が19％。

企業単位別 転倒災害 発生場所別・要因別 墜落・転落災害 起因物別

事故の型別



コンビニエンスストアの労働災害発生状況

○ 転倒災害を場所別で推計すると店舗内で発生したものが40％、レジカウンターで発生したものが21％。
○ 店舗内での転倒災害のうち、つまづきによるものが39％。レジカウンターでの転倒災害のうち、つまずきによる
ものが83％。

店舗内

40%

レジカウンター

21%

駐⾞場

17%

バックヤード

8%

その他

14%

上位１社〜３社,

253, 79%

上位４社〜,

68, 21%

死傷者数,321人 以下のグラフは、労働者死傷病報告で平成29年にコンビニエンスストアで発⽣した転倒による
労働災害165件から58件を抽出して集計したもの

滑って

35%

つまずいて

39%

その他

26%

つまずいて

83%

その他

17%

165 37

0% 50% 100%
転倒 動作の反動・無理な動作

転倒が51％、動作の反動・無理な動作が21％

上位３社が約８割

転倒災害 発生場所別・要因別企業単位別

事故の型別



滑
り
止
めつ

け
て
お
き
た
い口

と
足

2015年・転倒予防川柳大賞作品（東京都 佐川 晶子）

店頭での に要注意

つまづき 踏み外し滑 り

50代以上

約８割

労働災害の
うち転倒

約４割

数字で見る

食品スーパーでの転倒

日本転倒予防学会

女性

約９割

休業１か月以上

約６割

店長から従業員の皆さまへのお願い

出典：平成29年 労働者死傷病報告より



小売業事業主の皆さまへ

人材確保のためにも
安全・安心な施設づくりに取り組みましょう

小売業における労働災害（年間総15341件）

切れ・こすれ
1107件

はさまれ・
巻き込まれ
899件

墜落・転落
1698件

その他
3963件

動作の反動・
無理な動作

2388件

転倒

5286件

出典：令和２年 労働者死傷病報告より抜粋

転倒
全体の

34%
動作の反動
無理な動作

全体の

16%

50代以上

約８割

女 性

約９割

休業
１か月以上

約６割

例えば食品スーパーの転倒災害状況

安全・安心な施設づくりのために、裏面の対策に取り組みましょう

労働災害のうち

転倒

約４割

転倒リスクがある場所

店舗入口 店舗内

出典：政府広報オンライン

転倒リスクがある場所

出典：政府広報オンライン

出典：平成29年 労働者死傷病報告より



利用者・従業員の
安全・安心な施設づくりのため
下記の対策に取り組みましょう

台車の利用
重い物は
２人で保持

段差注意

作業場所の
整理整頓

危険箇所の
見える化

作業場所の
清掃 毎日の運動

手すりの
設置

滑りにくい
靴の着用

持ち物の
制限

介護施設における腰痛予防対策の実施は、介護報酬の加算要件の

一つになっています！詳しくはこちらをチェック！
安全で安心な店舗・施設づくりに取り組みましょう！

詳しくはこちらをチェック！



設備の改善

小売従業員が安心して働くために

職場環境の改善等のために、

エイジフレンドリー補助金

をご活用ください。

滑らず蒸れない靴
のおかげで快適！

転倒・腰痛
予防体操

YouTubeで、転倒・腰痛

の予防に役立つ「いきいき

健康体操」をご覧ください。

足を前に 足を後ろに

整理・整頓
清掃・清潔

厚生労働省のホームページ

で４S（整理・整頓・清

掃・清潔）の方法を公開し

ています。

見た目にきれいなだ
けでなく、つまづい
たり転んだりするこ
とも減りました

危険の見える化

厚生労働省ホームページで

「職場の危険の見える化

（小売業）実践マニュアル」

をご覧ください。

危険の原因が誰から見
てもわかるので、事故
やケガが減りました

うっかり手を切る
心配がありません！
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